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筆者は、武蔵野大学教員の海外留学制度により 2009年 4月から 2010年 3月まで客員教
授（Visiting Professor）としてカリフォルニア州立大学サンディエゴ校（San Diego State 

















































Mission Basilica San Diego de Alacala
サンディエゴの象徴。カトリック伝道の教会　札所 1番といっ
たところ。
Anza Borrego Desert State parkへの入り口と
Joshua Tree。更に西へ行くと Salton Sea（海水
の湖）と Joshua Tree National parkがある





















































武蔵野大学教養教育リサーチセンター 紀要　e Basis Vol.6（2016.3）
9.　住について　Settle Down
米国では転職などで新天地に赴き生活を始めるとき settle downという言葉を使います






























すが、米国では音声で応答しなければなりません。ʻyesʼ か ʻnoʼ で返事をする場合はまだい
いのですが、“Give me a key word.” と返答された時には閉口しました。通常の声の大きさ
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ンのような国立公園を訪れるたびに、彼らの余暇と遊びにかける情熱は、日本人が学ばなけ
ればならないものだと感じました。
12.　2009 年の出来事について
2009年は、オバマ大統領が就任した年です。保険制度の改革や GM援助のことで痛烈な
批判を浴びていました。
記憶に残るのは、メキシコを発生地とする SARSの流行です。マスクを購入して SDに
持って行ったのですが、当のメキシコ（SDから国境を越えた Tijuana）ではマスクをして
いる人は一人も見かけませんでした。ましてや、SDの一般の人は呑気で全く無関心でした。
メキシコや米国の一般の人は過剰反応している日本人を冷ややかな目で見ていましたが、人
と人の距離が短い日本での対応は、米国の人には滑稽に見えるかもしれませんが、致し方な
いと思います。
13.　終わりに
インターネットによって情報検索やメール交換が瞬時に可能な時代の留学の持つ意を考え
てみると、やはり人や文化に直接触れることができることだと思います。
振り返ってみると、最初の 3ケ月単位は生活のリズムをつかむ期間、次の 3ヶ月は観光
中心の期間、そして研究が軌道に乗ってきた期間、最後の 3ヶ月は仕上げと帰国準備の期
間とアッという間に過ぎ去り、新しい文化に触れるという点では短すぎたような気がしまし
た。
しかし、新しい友人ができたこと、また、大学院時代の友人と学生時代に戻って話すこと
ができたこと、お世話になった先生や日本から訪ねてくれた武蔵野の卒業生と親交を深める
ことができたことは、日本では得られないひと時でした。改めて感謝いたします。
最後に、留学の機会を与えてくれた武蔵野大学と教養教育の先生方、快く受け入れてくれ
た Fridolin先生にも改めて感謝したします。
註
1）　20時間の学科授業の補助をすることが条件となっていますが、WUでは大学院 1年目が教養物
理の問題演習や試験の採点、2年目が学部 3／４年生の授業の宿題の採点が仕事となっていまし
た。実質 10時間程度の仕事でしたので、学業に差し支えることはありませんでした。
2）　博士論文実験をすることが仕事でした。
